北病棟チームカンファレンス記録
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平成２４年６月２１日　(木)　　　　司会：藤原　英佳　　記録：水上　由佳子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・広報委員会より

　広報誌Ｆｏｒ春夏号の表紙写真を募集しています。
　＜応募内容＞
①人物の写っていない写真であること。
②春夏号にふさわしいもの。（季節などを考慮して下さい。）
③応募は一人3点まででお願いします。
＜応募期間＞6月19日～6月30日まで
＜写真（データ）の保存先＞
みんなの共有フォルダ内委員会⇒法人広報委員会⇒24年度⇒ＦＯＲ⇒表紙写真応募はこちら

※写真（紙）での応募の場合は、廣瀬CWまでお渡し下さい。
・症例検討会・行動制限最小化委員会について
　症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。

日時：6月26日（火）　13：30～

場所：病院2階　会議室

資料作成の協力をお願い致します。

尚、医療保護入院患者様継続検討入力の際は、医療保護入院の継続が必要である状況を明記して下さい。

みんなの共有→SW室→症例検討会議→2012→PPT→症例120626

みんなの共有→委員会→行動制限最小化委員会→PPT→行動制限120626

・外来患者様　夜間の電話対応について

　外来患者様から夜間電話がありカルテへの記載の際内容に不備がありました。電話対応の

内容については正確にカルテへ記載の上、外来日誌にも記載するのを忘れないようにして

下さい。又、外来患者様の電話対応があった場合は、朝の申し送りが終わり次第外来

スタッフへ情報提供するようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～昨日、準夜帯にて右ふくらはぎのムズムズ感を訴えアスモロールを貼布してい

ます。主治医へ情報提供し、アスモロール1P臨時処方となっています。

・大釜　万知様～御家族へ面談について伝えると「妻(本人の母)の骨折が治ったら連絡します。

今は、動きが取れないもんで。」と話されています。後日、御家族から連絡が来

る事主治医へ情報提供しています。御家族から連絡が入り次第、主治医へ

報告すると共にし面談及び地域復帰支援検討会の準備を進めていきましょう。
＜皮膚科診察＞

　処置変更ありません。

＜内科診察＞

　布施　邦雄様・古川　富蔵様　2名内科診察行っています。

　指示等ありません。

＜要注目患者様＞

・稲垣　恵利子様～昨日よりフルメジン(精神神経剤)が臨時処方となっています。夜間、落ち着

きのなさあり入床と覚醒を繰り返し独語聞かれています。

　　　　　　　　　今朝、本人より「事務のロビーに連れて行ってくれない？」「荷物が届いてい

るって」と話され幻聴の有無については、無言となっています。スタッフ付

添いで医事まで行き確認しています。確認後「間違ったかなぁ」と本人話さ

れています。引き続き、所在の確認・夜間の睡眠状況の確認していきましょ

う。水分管理については、本人1日10杯までという事は理解していますが飲

水する時間(続けて飲水希望聞かれる)について適宜管理・介入していきまし

ょう。

・伊藤　雄一様～日課・プログラム支障なく取り組む事出来ています。外泊や今後について気に

かけた発言も聞かれていません。夜間の睡眠について、8時に就床して2時～3

時に覚醒されており覚醒後の過ごし方について(菓子の摂取)適宜介入していき

ましょう。

　　　　　　　　皮膚科処置時、スタッフを指名して「前よりも優しくなった」と話されている

ことあります。ある程度距離感をとるようにしましょう。

　　　　　　　　繁名様について、デイケアとの情報共有を行っていきますので外出時変化が

あれば、デイケアと情報共有し必要であれば主治医へ情報提供して

いきましょう。

・滝澤　久江様～幻聴の訴え聞かれず日課・プログラム支障なく取り組まれています。

　　　　　　　　昨日の診察時、主治医より幻聴の内容に食べ物の名前が出た際食べれるように

工夫するよう指示があり、受け持ちスタッフから本人へ羊羹やパイナップルを

買い物の際に買ってきてもいい事伝えています。買い物に付き添ったスタッフ

は、本人から摂取希望があった場合はカロリーを見ながら購入して頂くように

して下さい。カロリーが多い物については、分けて摂取して頂くようにしまし

ょう。今後、間食の種類を増やしていくようにしましょう。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス・診察＞

・金沢　洋子様～服薬調整し2週間経過されています。少しずつ落ち着いている時間が増えてき

ています。

　　　　　　　　南病棟の患者様を意識している様子見られています。病棟内で男性患者様との

接触見られていますので、男性患者様との交流状況・性的逸脱行為に注意し過

度な接触が見られた場合は介入していきましょう。

　　　　　　　　御家族への電話回数は少なくなってきています。

電話回数が増えた場合には、回数頻度について本人と振り返りを行っていく

ようにしましょう。

　　　　　診察→幻聴について「悪い事は聴こえない。良い事が聴こえる」と話されています。

来週の定期薬から、リントン(精神神経用剤)(1.5)1T 1×vds→リントン(精神神

経用剤) (3) 1T 1×vdsへ変更予定となります。

・津嶋　イチ子様～食事の際、むせ込みあり6/19(火)より食事形態が副食：常食から副食：粗キ

ザミ食へ変更となっています。食事形態変更後、むせ込みは見られていませ

ん。本人の中でも噛むよう意識しており以前よりは咀嚼できています。

変更直後、本人抵抗感ありましたが徐々に抵抗感示さなくなってきています。

本人より常食に変更してほしいと訴え聞かれた場合は、外出した時においし

く食べる為の練習である事伝えていきましょう。食事・間食摂取時の咀嚼

状況・嚥下状態の観察を行い、食べ物によっては、詰め込む事あり

ますので適宜介入していきましょう。

　　　　　　診察→主治医より食事の際よく噛んで摂取するよう説明受け本人了解されています。

本人より常食への食事変更の希望聞かれず、「キザミもいいね」と話されてい

ます。

・三上　勇様～本人より小遣い銭前借りの希望あり明日渡す分を本日渡しています。小遣い管理

について、評価・検討していきましょう。

　　　診察→本人より「夜中1時半とか2時半に目が覚める」「ラジオつけっ放しにしてるから」

と話されています。主治医より就床前に水分を摂らない事も必要である事説明受け

本人「トイレ行かないで寝るから」と話し了解されています。

・田野端　忠夫様～眼精疲労の為、AZ点眼薬1本が臨時処方となっています。

＜SWより＞

・三上　勇様～本人の家の売却について、妹様が本人へ恐怖感があり本人の遠い親戚に当たる梅

津様が本人と会って家の売却についてお話して頂けるとの事です。

　　　　　　　SWから本人へ妹様が居た事を伝え、梅津様に同伴して頂き家の売却について本人

へ話して頂く事となります。

本日、SWから本人へ伝える事となっていましたが面談日時が決まっていない事、本人の状態変化の可能性（焦燥感の増強、無断離院）を踏まえ面談日時が決まり次第、本人へ妹様が居た事について伝えていき、病棟と情報共有していく事となります。

※家の売却に至った経緯について、本人の実父が家の名義となっていたが実父が

他界し本人名義となり、隣人から雑草が生えておりどうにかしてほしいと話があり売却に至ったとの事。既に家の買い手はいるとの事。

※売却された家の売却金は本人のものとなりますが、生活保護の返金に充てる

事なります。その事についても本人へ伝える予定となっていますが、金銭に

関する認知に問題がありますので精神状態に変化が出てくる可能性があります。

　　　　※妹様が居たことを本人が知った事により、本人焦燥感が出てくる可能性があり

ます。本人から妹様へ連絡をとりたがる可能性がある。本人より希望聞かれた

場合どうするのか？事前に御家族へ説明する必要がある。

妹様より住所(居場所)については本人へ教えないでほしいと希望聞かれている。

　　　　　妹様は本人の家の近くに住んでいるとの事。

【家族について】

　　　　　　　妹様→腹違いの妹。本人に対して恐怖感がある。本人が交通事故にあう前は良い兄であったが、交通事故にて入院し、退院後からお母様や妹様への暴力がひどくなったとの事。本人が古町医院へ入院後、本人へはお母様・妹様の居場所は知らせず転居していたとの事。

　　　　　　　　　　現在、漁師をしている夫様と暮らしているがDVを受けており本人の事を話すと何をされるか分からないとの事。

　　　　　　　　　　SWより、緊急時の連絡先・今後施設へ入所する場合名義が必要な事伝え、考えてみるとの事。

梅津様→妹様の母の妹の息子に当たる方(本人にとって遠い親戚)

　　　　　　　　　

